
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供・歩行者を事故から守る新しい防護柵 

生活道路用柵 

「防護柵の設置基準・同解説」改訂 

約８年ぶりに「防護柵の設置基準・同解説」

が平成２８年１２月に改訂されました。 

幅員が狭い道路の 

歩車道境界に設置し、 

歩行者を保護する 

『生活道路用柵』が 

追加されました。 

構造 

URL http://www.shinkokenzai.co.jp/ 

設置後イメージ 

設置前 
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生活道路用柵 

衝突実験 
・日  時 ： 平成２７年２月１０日 

・場  所 ： 国土交通省国土技術政策総合研究所（茨城県つくば市）衝突実験施設 

・実験内容 ： 防護柵へ実車衝突させ、防護柵の強度性能・変形量、車両挙動を確認 

衝突実験の概要 ・衝突車両  中型車（８トン） 

・衝突条件   衝突速度 ４０㎞/h 、衝突角度  １０度 

衝突実験の様子 

衝突実験では、車両衝突に対して、主に強度面から防護柵の機能を確認する。 

生活道路用柵の必要性 

道路種別別死傷者数の状態別内訳（H25） 

生活道路（市区町村道等）では、幹線道路（国道、県道等）に比べて 

歩行者や自転車の交通事故の割合が多い 

 

歩行中死傷者数の自宅からの距離別内訳（H25） 

小学生の歩行中の交通事故は、自宅から５００ｍ以内で約６割が発生 

生活道路で発生する人対車両事故（H25） 

７～９歳の年齢層は、交通事故の割合が、全体平均の約２．５倍多い 

生活道路の交通事故の殆どは普通乗用車以下の軽い車両である。（97.4%） 

このような交通事故の実態を踏まえ生活道路用柵を開発 

生活道路において、車両が歩道に突っ込む事故から歩行者を守る事を主目的。 

「生活道路用柵」のねらい 

生活道路の交通事故の実態等を踏まえて設計条件を設定する。 

これにより、一般的なガードレールに比べ、断面幅が小さく、 

生活空間に馴染む威圧感の少ない構造となり、生活道路でも設置しやすい 

防護柵となる事で、効果的・効率的な交通安全対策が進む事を期待する。 

出典：生活道路向け防護柵の実車衝突実験（捕捉説明資料）国土交通省 国土技術政策総合研究所 
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年齢層別人口１０万人あたり歩行者事故件数（H25） 


